令和８年11月13日
11月地域力推進新井宿地区委員会
資料１

令和８年11月10日【区長あいさつ】
委員の皆様、おはようございます。

朝夕に秋の気配を感じる頃となり、地域では、自治会・町会や各関係団体の皆様による趣向を凝らした運動会やイベント、防災訓練などが開催されています。

各会場で子どもたちが楽しむ姿も多く見られ、うれしく感じております。ご尽力をいただいております皆様に心より感謝申し上げます。

それでは、区政の動きについてお話させていただきます。

●まずは、令和８年第３回区議会定例会及び第４回区議会定例会についてでございます。

９月15日から10月15日までの会期で第３回区議会定例会が開催されました。本定例会におきまして、令和７年度各会計歳入歳出決算が認定され、令和８年度一般会計第４次補正予算案、条例案などについて原案のとおり可決していただきました。

また、第４回区議会定例会が11月26日から12月７日までの会期で開催される予定でございます。

●次に、「おおた みんなのつどいプロジェクト　総括イベント」の開催についてでございます。

　毎年12月３日から９日までの期間は、障害者基本法に定められる「障害者週間」です。

国及び各地方自治体は、「障害者週間」の期間を中心に障がい者の自立及び社会参加の支援のための様々な取組を行います。

区においては、共生社会の実現のため、障がい等に対する区民の皆様の関心と理解を深めることを目的とした「おおた みんなのつどいプロジェクト」事業の一環として、12月５日（土曜日）午後、スマイル大森にて総括イベントを実施します。

各種表彰のほか、ダウン症書家 金澤翔子氏のお母様であり、書家、随筆家、ラジオパーソナリティとして活躍する 金澤泰子氏の講演会など多彩なプログラムをご用意しております。

事前申込不要で、どなたでもご参加いただけますので、ぜひ会場にお越しくださいますと幸いです。

●次に、オレンジリボン・児童虐待防止推進キャンペーンについてでございます。

本年８月１日、こども達の生きる権利、育つ権利を守り、地域での健やかな育ちを支えるため、大田区のこども家庭支援機能と東京都の児童相談所機能のそれぞれの強みを融合し、協働して、こどもと家庭を支える拠点として、「大田区こども未来総合センター」を開設しました。これまで以上に適切に支援するとともに、児童虐待の防止に、より一層努めてまいります。

11月は、こども家庭庁主催の「オレンジリボン・児童虐待防止推進キャンペーン」月間です。　

令和８年度の標語は『189（いちはやく）　気づいたあなたに　できること』です。

区としましても児童虐待防止・予防に向け啓発活動を行い、子育てを地域全体で見守り、支援していくことで、児童虐待の根絶を目指してまいります。

詳細につきましては、後ほどこども支援担当部長からご説明いたします。引き続き地域の皆様、関係機関の皆様にはご理解・ご協力をお願い申し上げます。

●次に、OTAふれあいフェスタ2026の実施報告についてでございます。

11月７日（土曜日）・８日（日曜日）、37回目を迎える「OTAふれあいフェスタ」を、大田区制80周年記念として開催いたしました。両日とも晴天の秋空のもと、20万人を超える大勢の来場者にお越しいただきました。

今年のフェスタでは、ボートレース平和島を新たに「水のエリア」として会場に加え、４つのエリアで実施いたしました。

ふるさとの浜辺エリアをメイン会場とし、「祝80周年！OTAステージ」をはじめ、民踊や太鼓、みこしの「みこしパレード」、大田区沿岸部の魅力を感じていただける「フェスタクルーズ」を実施しました。また、大森海苔のふるさと館の駐車場では、巨大な立体アート作品を設置し、作品を活用したワークショップを行いました。

さらに、区制80周年を記念して平和の森公園を「笑顔のエリア」と改め、「ふれあい動物園」やバルーンフォトスポットなど、お子さま向けの企画を展開し、お子さま連れのファミリー層で大変賑わい、子どもたちの笑顔が印象的でした。

本フェスタの開催にあたり、実行委員の皆さまをはじめ、区内の商店街や企業、青少年対策地区委員会など各種団体の皆さまから多大なご協力をいただきましたことに、心より感謝申し上げます。

●次に、「大森わくわくフェア」の開催についてです。

今年は区制80周年、東御市との友好都市協定締結30周年、大森駅開業150年が重なるメモリアルイヤーであります。この機会に、11月28日と29日の両日に、大森駅東口駅前広場にて「大森わくわくフェア」を開催いたします。会場では、友好都市である東御市や休養村とうぶによる物産販売や駅舎空間を使ったパネル展示、大森駅をはじめ区内商店や地域団体による出展、こども向けワークショップなどを実施します。

現在大森地域は、NHKの連続テレビ小説「ブラッサム」の主人公のモデルである宇野千代が馬込に住んでいたこともあり、馬込文士村とともに注目されています。当日は「郷土博物館」で宇野千代と大森駅開業150年、大森貝塚の特集展示があり、「龍子記念館」と「熊谷恒子記念館」の入館料を両日とも無料といたします。また、11月28日（土曜日）のみではございますが、スマイル大森でも馬込文士村パネル展を開催します。

さらに、10月の地域力推進会議において周知させていただきましたが、11月28日（土曜日）にNHKと連携し、番組出演者などを招いた『連続テレビ小説「ブラッサム」トークショー in大田区』 を開催いたします。

おかげさまで定員を大きく上回るお申込みをいただくことができました。

同日に開催いたします馬込文士村ガイドの会と巡る「まち歩きイベント」に関しましては、現時点で定員を上回るお申し込みをいただいております。抽選となりますが、申込期間が今週末の11月13日（金曜日）までとなっておりますので、ご興味ある方はご応募いただければと存じます。

以上のようにこの２日間は大森地域で様々なイベントを開催いたします。ぜひ足を運んでいただければ幸いでございます。

●次に、大田区立龍子記念館における高橋龍太郎コレクションとの連携企画展「川端龍子プラスワン」についてです。

このコラボレーション企画は、日本屈指の現代アートコレクターとして知られる精神科医・高橋龍太郎氏の注目する現代アーティストの作品を、日本画家・川端龍子の作品とともに展示する企画です。

前期は、川内理香子氏が出品し、９月12日から11月８日まで「川内理香子 LOVE, Wild Grape, Tiger, heart）」を開催しました。

後期は、11月21日から翌年１月24日まで、近藤亜樹氏が出品し「近藤亜樹　吾は、わたしは、」を開催します。

　なお、先ほど申し上げたとおり、この期間中の11月28日（土曜日）と11月29日（日曜日）の入館料は無料でございます。

若手の現代アーティストが、日本画の巨匠の作品と向き合うことで生まれる独自の空間を、ぜひ体験してください。

●次に、大田区制80周年記念「第77回大田区野菜と花の品評会」・「JA東京中央農業感謝まつり」の開催についてです。

　実りの秋を楽しむイベントのご紹介でございます。

11月29日（日曜日）に大田区制80周年記念「第77回大田区野菜と花の品評会」を大田文化の森にて開催いたします。区内農家の方が長雨などの天候不良にご苦労されながら育て上げた、野菜と花の品評会を実施し、あわせて展示・販売する催しです。

同時に開催する「JA東京中央農業感謝まつり」では、毎年人気のJA東京中央管内の野菜販売や大田区産の野菜を使った料理の販売、はねぴょんとの写真撮影会、キッチンカーの出店などご家族で楽しめる企画を多数ご用意しております。

また、友好都市の長野県東御市及び秋田県美郷町による名産品の出店販売も行います。

会場となる文化の森では、宇野千代と馬込文士村特別展も開催中です。また、同日には大森駅周辺で先にご紹介させていただきました「大森わくわくフェア」、さらに事前申込制とはなりますが、大田区内をめぐるウォーキングイベント「おおたタウントレック」も開催されますので、是非、区内を回遊していただき、歴史・文化・産業など多様な大田区の魅力を発見する機会としていただければ幸いでございます。

多くの方のご来場をお待ちしております。

以上をもちまして、今月のあいさつとさせていただきます。
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